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�スリップフォーム工法で競争力を
　－コンクリート舗装に鉄網は要らない－
 東北大学　福田 正　名誉教授
�一級河川 渡良瀬川護岸工にSF工法が初採用
�高速道路トンネル内コンクリート舗装工事
　片側3車線を2分割施工
�グレーチング不要の円形水路　各地で採用ひろがる

�都心に現れたスリップフォーム・マシン
�揚水発電用上部調整池周囲の大型水路を
 SF工法で施工
�協会のホームページをオープンしました
�関係機関と連携し開発・普及活動を展開
　第14回通常総会ひらく
�２００５年度施工実績統計
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その中で鉄網の効果について分析し

たことがある。対象としたのは版厚

２３㎝ のコンクリート舗装区間１０９箇

所（鉄網箇所６３、無筋箇所４６）で、

分析の結果、鉄網コンクリート舗装

と無筋コンクリート舗装を比較した

場合、ほとんど同様な破損状況と評

価された。鉄網の存在が必ずしもコ

ンクリート舗装の供用寿命に貢献し

ていないことが分かった。

　鉄網は、施工の際にネックになる

だけでなく、修繕の際には作業の障

害になる場合が多い。無筋コンク

リート版の場合、鉄網コンクリート

版よりも収縮目地の数は増えるが、

膨張目地の場合と異なってそれほど

作業のネックにはならない。また、

仕上げ機械の進歩により、目地部に

おける路面の平坦性の確保は問題で

なくなっている。

　舗装要綱にあるように、鉄網はコ

ンクリート版にひび割れが生じた場

合に初めてその機能を発揮する。し

かし、最近のわが国のコンクリート

舗装は構造的にかなり頑丈に設計さ

れているので、ひび割れが発生する

確率は極めて小さい。コストパ

フォーマンスの観点からもコンク

リート版から鉄網を省くべきだろう。

るかというと、従来のセメントコン

クリート舗装要綱によれば、『鉄網

はコンクリート版にひび割れが生じ

た場合、これを開かないようにする

効果がある。このため、ひび割れが

発生しても急速には破壊しない特徴

をもっている』とある。たしかに版

厚が薄い場合には、鉄網はひび割れ

が生じた後のコンクリート版を長持

ちさせる効果が期待できる。しかし

近年のコンクリート版は厚く、鉄網

の効果は殆どないと言ってよい。私

がそのように言う根拠を２つほど挙

げる。

　今日、世界各国の舗装技術の土台

になっているのは、１９６０年代に米国

で実施された大規模試験舗装－

AASHO道路試験である。ここでは

収縮目地間隔１２ｍの鉄網コンクリー

ト版と収縮目地間隔４．５ｍの無筋コ

ンクリート版が、同じ交通条件で比

較されているが、鉄網コンクリート

版のほうがよりひび割れが発生する

傾向があった。他の破損要因も含め

て成績を比較すると、鉄網の有無は

影響がなかったと結論されている。

　次に私が直接関わった研究成果を

述べよう。１９８１年に（社）セメント協

会から依頼されて、東北地方におけ

るコンクリート舗装の現状を調査し、

　構造物の設計と施工は表裏一体の

もので、熟練の技術者であれば、当

然のことながら、施工のことを考え

て設計を行うだろう。特に舗装の場

合、その建設コストは施工方法に大

きく依存する。

　スリップフォーム（SF）工法は、

コンクリート版を施工する際に、型

枠を路盤上に設置する必要がない。

特に近年は舗装の強化のために、路

盤にセメントやアスファルト系の材

料を用いる場合が多く、型枠を路盤

に設置することは大変な作業である。

この型枠設置作業を無くすことで、

施工は大幅に合理化される。

　このSF工法を採用する場合、よ

り効果的な施工をするためには、コ

ンクリート版から鉄網を除いた設計

が必要である。コンクリート版に鉄

網があると、コンクリート打設がい

わゆる２層仕上げとなり、スリップ

フォームペーバの作業効率が著しく

落ちる。例えば、英国では１９６９年以

前は鉄網コンクリート版のみであっ

たが、SF工法の普及に合わせて無

筋コンクリート版を設計法に追加し

た。その結果、英国におけるコンク

リート舗装の実績が多くなったと言

われる。

　鉄網にどのような機能が期待され

スリップフォーム工法で
競争力を
－コンクリート舗装に鉄網は要らない－

東北大学
名誉教授 福田　正
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　渡良瀬川は、群馬・栃木両県の県

境にある皇海山（すかいさん）を水源

とする延長１０７．６㎞、流域面積２，６２１

�の利根川水系最大の支川です。本

工事は、栃木県佐野市にある「高橋

大橋」の下流側左岸に位置し、渇水

期における護岸工事の縦帯コンク

リート工の施工を行ったもので、河

川工事として初めてＳＦ工法が採用

されました。 

　治水事業が国として重要なインフ

ラ整備の基幹となっていることは言

うまでもありません。今回、護岸保

護のための構造物である縦帯コンク

リートをＳＦ工法で施工しました。

　施工前に発注者と十分な打合せを

行った結果、ＳＦ工法の特長にご理

解をいただいて施工に至り、監督員

諸氏からも、将来を見据えた工法だ

と、高く評価されました。

　施工当日には多くの見学者にＳＦ

工法の有効性を確認していただけま

した。利根川水系では、この形状に

よる護岸保護工事がこれからも続け

られるとのことであり、ＳＦ工法に

新しい施工分野がまた一つ加わりま

した。なお、施工機械にはヒューロ

ン社製ＴＰ８８０‐ＣＰ（Ｓ）を使用しま

した。

　今回の施工は縦帯コンクリートの

みでしたが、横帯コンクリートや基

礎コンクリート等についても発注者

にＳＦ工法での施工を要望されまし

た。河川工事におけるＳＦ工法は、

未だに新工法・新技術という位置づ

けであり、今後もさらに施工方法や

環境等を整備・研究し、発注者の要

望に応えられるよう努めます。

 （末広産業（株）　傳野龍三）
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一級河川　渡良瀬川護岸工に
ＳＦ工法が初採用

は じ め に

 工 事 名 ：下羽田地先護岸工事

 発 注 者 ：国土交通省　関東地方整備局　渡良瀬川河川事務所

 工事場所 ：栃木県佐野市下羽田地先

 施工時期 ：平成１７年１２月１日～平成１７年１２月２５日（実施工日３日）

 請負者名 ：岩崎工業（株）

 工種・種別 ：帯コンクリート（縦帯コンクリート）

 施工延長 ：５３０ｍ

工 事 概 要

国土交通省による現場視察

完成施工状況
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高速道路トンネル内コンクリート舗装工事
片側3車線を2分割施工

〈第二名神高速道路　鈴鹿トンネル・栗東トンネル〉

１．はじめに

　高速道路及び国道その他のトンネ

ル内コンクリート舗装版工の施工は、

幅員が８．０～８．５ｍの２車線施工が多

く、従来はセットフォーム工法によ

る全断面施工が主流であった。

　しかし、最近では型枠不要のSF

工法により、トンネル内舗装断面の

２分割施工が可能となり、施工中及

び養生期間中の工事用車両等のトン

ネル内通行が容易となった。この結

果、他工事を含めて全体工事工程の

短縮が見込めることから、SF工法

による２分割施工が広く採用されて

いる。このことは、昨年大好評のう

ちに終了した愛知万博会場へのアク

セス道としての各自動車道の舗装施

工にも大きく寄与したところである。

　その中でも特に今回は初の試みと

して、この工法で使用されるSFペー

バ中型機では限度とされていた６．０

ｍの施工幅員を、機械の改造により

８．０ｍ を超える幅員の施工までを可

能にし、高速道路片側３車線を２分

割して施工した。

　本報告は、その結果をとりまとめ

工　事　名：第二名神高速道路　鈴鹿トンネル舗装工事
発　注　者：中日本高速道路株式会社
施工場所：三重県亀山市～滋賀県甲賀市
請　負　者：大成ロテック（株）・福田道路（株）共同企業体
施工数量：連続鉄筋セメントコンクリート舗装版　１１４，０００㎡
施工時期：平成１７年１０月～平成１８年３月
施　工　者：大成ロテック（株）・福田道路（株）
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工　事　名：第二名神高速道路　栗東トンネル（上り線）舗装工事
発　注　者：西日本高速道路株式会社
施工場所：滋賀県栗東市
請　負　者：日本道路（株）・奥村組土木興業（株）共同企業体
施工数量：連続鉄筋セメントコンクリート舗装版　５２，０００㎡

図－１　鈴鹿トンネル標準断面図

たものである。

２．工事概要� ������������������ � �����������������



5

施工時期：平成１８年４月～平成１８年６月
施工者：ケイコン（株）

7,800（施工幅員） 5,800（施工幅員） 700700

1750

アスファルトコンクリート表層工（ハイブリッド）t=40
連続鉄筋コンクリート舗装版工　t=240

セメント安定処理路盤工　t=200

750

2500 3750 3750 1250
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（完成断面） 

750 500
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図－２　栗東トンネル標準断面図

３．施工概要

　従来の施工では、大型ペーバと中

型ペーバの組合せによる施工か、中

型機による３分割施工が標準であっ

たが、今回は舗装中型機GT６３００N

（ニュージェネレーション仕様）の

みを用いて２分割にて施工した。

　ただし、本工事のコンクリート舗

装の施工は２分割とはいっても、供

用車線割りの関係から図－１、図－

２のように変則的な幅員構成となっ

ており、特に８ｍ幅員側ではペーバ

メーカの保証する施工幅員を大幅に

超えるため、機械に次のような改造

を加えるとともに、施工方法におい

ても工夫をすることにより、良好な

結果が得られた。

（１）バイブレータの改造及び追加

　GT６３００Nは６．５ｍの施工幅員を想

定して作られており、標準のバイブ

レータ回路の本数では能力不足が懸

念されたが、バイブレータ１本当り

の能力向上（鈴鹿トンネル）または、

回路の増設（栗東トンネル）により、

十分なコンクリートの締固めができ

た。

（２）モールドの補強

　標準幅員で使用するゴメコ社製

モールドは、たわみを抑えるために

モールドの左右２箇所で本体と接続

されているが、今回の８ｍ側の施工

では幅員が広く、モールドのたわみ

による平坦性への悪影響が懸念され

た。そこで、生コンクリートによる

浮き上がり圧力を抑制するために、

モールド中央部を補強して剛性を強

化し、更に、たわみ防止用の固定金

具をフレームよりモールドへ取り付

け、モールドのたわみ及び浮き上が

りを防止し、平坦性の向上が図れた。

（３）生コンクリート供給に新機種

（横取り機）採用

　今回の施工において、ペーバへの

生コンクリート横取り供給機として

ゴメコ社製RTP－５００を導入・採用

し、１０ｍを超える長さのベルトコン

ベアを装着の上、これを上下左右に

スイングすることにより８ｍを超え

る幅員に均等に生コンクリートを供

給した。このことにより、材料分離

の防止・ペーバ走行時の負荷低減が

でき、生コンクリートの締固め、平

坦性の向上等に好結果が得られた。
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　一般道で使用される円形水路の開

口部は、歩行者や自転車等への安全

の配慮から、グレーチング付きが一般

に用いられているが、今回東京都で、

当初は従来通りグレーチング付き二

次製品で設計されたものを、グレー

チングを不要とした開口部２５㎜のＳＦ

工法による円形水路へと変更された。

　当初開口部を狭めることにより施

工の難易度が上がり、成型時に開口

部が崩れる現象が生じたが、鉄筋形

状を工夫し生コンの配合を調整する

ことにより、解消することができた。

また、円形水路の天端片側は縁石基

礎を兼ねた構造にした。これらの工

夫が、東京都のＶＥ提案に採用され、

東京都道綾部原トンネルでは大幅な

コスト縮減と工期短縮が実現した。 

　その後、各地の一般道でも採用さ

れるようになり、施工実績は現在ま

でに１２，２９９ｍに達している。下表に、

施工実績を示す。

 ���� （末広産業（株）　張　春陽）
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原図（円型水路） SFφ300
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 ０
 

基礎コンクリート 

３ 
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表　その他の当社施工実績

延長（ｍ）時　期工　種工事名元　請発注者

２,７７０平成１７.２φ３００合戸地区道路改良前田道路磐 城 国 道

６２２平成１７.９φ２００春日和田山沢野地区日本道路兵 庫 国 道

１,１４２平成１７.１０φ２００春日和田山中佐治地区三井住建道路兵 庫 国 道

６４８平成１７.１１φ２００金沢東部環状神谷内日本道路金沢河川国道

１,９７５平成１７.１１φ２００金沢東部環状月浦北川ヒューテック金沢河川国道

１,６３０平成１８.２φ２００春日和田山山垣地区ＮＩＰＰＯコーポレーション兵 庫 国 道

２,７００平成１８.１０φ２００仲哀トンネル舗装工事ガイアートＴ・Ｋ九 州 国 道

延長（ｍ）時　期工　種工事名元　請発注者

８１２平成１７.１φ３００鎌倉街道綾部原トンネルガイアートＴ・Ｋ東京都
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を搬入用道路として共有する中

での施工となった。

　思うように施工ができないう

えに制約が多い。しかも工期が

少ない。このような条件下で最

も能力を発揮できるSF工法が

採用となった理由は“早い”こと

であった。通常、Ｌ型街渠といえ

ば、基礎コンクリート打設→縁

石据付→エプロン打設という工

程になるが、SF工法は一足飛

びにL型形状を打設してしまう。

型枠は必要なく、丁張りも門形

ではなくT型で十分といった簡

略さが武器だったからである。

　通常なら半月以上かかるとこ

ろを、今回は成型機搬入から搬

出まで8日間で、L型街渠の打設

は終了した。

　生コンプラントも品質管理を

しっかりと行い、安定した品質

で出荷していただけたため、仕

上がりは非常に良好なものと

なった。今までは、自動車専用

道路等の発注が主であったが、

このような現場での発注が増え

ることを切に願うものである。

 （ケイコン㈱　山内博一）

　東京都江東区にSFマシン（以

下、成型機）が現れた。

　現場は、豊洲駅前である。周

りにはIHI本社ビルをはじめ高

層ビルが立ち並び、すぐそばに

は築地市場がある。まさしく東

京である。

　今回の工事の元請けは清水建

設・新井組JV。構造物はL型街

渠、延長は約1,600ｍである。

普段は自然豊かな中で比較的自

由が利く工程で施工することが

多いのだが、今回は周りに複数

の建築工事JVがあり、この道路

東京ビッグサイト 
臨海副都心 

築地市場 

汐留 

新橋 

銀座 

有楽町 

東京 

八丁堀 

日本橋 

兜町 

月島 

有楽町線 

ＪＲ
山手
線 

ＪＲ京葉線 

新木場 

豊洲 

現地 

皇居 

晴海
通り
 

レインボーブリッジ
 

都心に現れた
スリップフォーム・
 マシン
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　SF工法の活躍の場はほとんどが道路工事であり、近年その需要は高速道路にとどまらず一般道

でも採用されるなど全国的に広がりを見せているが、今回は道路工事ではなく、宮崎県児湯郡木城

町に位置する九州電力最大規模の水力発電所工事において、大型水路をSF工法によって施工した

ので、紹介する。

　計画段階では、分割施工ではなく一体型で検討していたが、モールドの規模・重量が予想を遥か

に超えるものとなったため、より省力化を追求し分割での施工を選択した。

　施工手順として、底版部を先行して人力施工し、側壁部をSF工法で左右に分けて施工した。左右

の勾配が異なるため、モールドは２基製作しなければならなかった。構造物は大型水路ではあるが、

実際はコンクリート舗装版を斜めに施工するようなものである。

　生コンクリートの配合は、立壁構造物に近い配合に決定した。プラントからの運搬距離が長く、

スランプや空気量の経時変化が懸念されたが、プラントとの連絡を密に行って良質の生コンクリー

トが得られた結果、日々の施工延長も予定数量を上回り、表面のダレや材料分離も見られず、施工

することができた。

　機械の組立や配置にも、かなり試行錯誤を繰り返した。成型機本体に補強フレームを施すことに

より剛性をアップさせた。しっかりとモールドを固定できたことも仕上がり精度の向上に繋がった

と思われるが、鉄筋と止水板の固定方法については今後さらなる良策を見つけることが課題である。

揚水発電用上部調整池周囲の揚水発電用上部調整池周囲の
大型水路を大型水路をSF工法SF工法で施工で施工

内側壁部施工図
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　今回は直線部だけでなく曲線部も施工したが、非常に滑らかな曲線を描いて出来栄えも良く、発

注者及び元請からも非常に喜ばれた。工程上、全数量を一度に施工できない状況ではあったが、全

体の工期短縮に貢献できたと思う。

　SF工法で、道路工事だけでなく今回のようなダム工事に関われたことは非常に嬉しく思う。今

後はもっと様々な工事を通じて、SF工法の有効性を活かせるよう努力したいと切に思う。

　事故もなく無事現場が終えられたのは、自然豊かな小丸川流域で生息する貴重動物のクマタカに

見守られたような気がしてならない。

 （ケイコン㈱　高尾和昌）

　小丸川発電所は揚水発電所であり、上部

調整池と下部調整池に分かれている。その

上部調整池は周囲２km、幅４００m、長さ

８００m、総貯水容量６２０万�のとてつもなく

大きな池である。今回の施工場所は、上部

調整池の周囲に設けられる延長２kmの水

路のうちの約８００mである。形状は幅約４

m、深さ約１m、底版幅１mの規模の大型水

路である。

発注者：九州電力株式会社　小丸川発電所建設所

請負者：鹿島・大成・青木あすなろ・前田・錢高・鴻池共同企業体

施工者：鹿島道路㈱・ケイコン㈱

外側壁部施工図
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　ＳＦ工法の更なる普及を目的

に、平成１８年３月に日本スリッ

プフォーム工法研究会のホーム

ページを公開しました。

　内容は、当協会の紹介および

活動に関するものとして

　・最新情報

　・協会紹介

　・事業案内

　・組織

　・会員

　があり、工法の紹介に関する

ものとして

　・ＳＦ工法のメニュー

　・Ｑ＆Ａ

　があります。

　ＳＦ工法のメニューでは、工

法の概要と特長、各種コンク

リート構造物の施工方法と施工

事例、コンクリート舗装の施工

と施工事例について掲載してい

ます。

　コンクリート構造物の施工方

法と施工事例では、適用可能な

コンクリート構造物の種類と使

用する成型機（大型機、中型機

など）の例を示し、施工事例で

は円形水路、立壁、ロールド

ガッタ、路盤鉄筋、皿型水路、

Ｖ形水路、縁石、Ｌ型街渠、Ｕ

協会のホームページをオープンしました

ルおよび積算マニュアルのダウ

ンロードコーナーを、またＳＦ

工法の施工を動画で紹介するビ

デオコーナーを新設する予定で

す。また、本機関誌「スリップ

フォーム」の最新号をいち早く

ご覧になることもできます。

　ホームページのＵＲＬは次の

通りです。

URL http://www.nsfa.jp/

　たくさんのアクセスをお待ち

しております。

字溝、側帯工などコンクリート

構造物の施工状況を写真で紹介

しています。

　コンクリート舗装の施工と施

工事例では、使用するＳＦペー

バおよび大型成型機の例を示し、

施工事例では一般道路、空港・

飛行場、トンネル内、高速道路

におけるコンクリート舗装の施

工状況を写真で紹介しています。

　今年度は、協会が発行してい

るパンフレット、施工マニュア
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発注者別施工実績　　　　　　　　　　（２００６年３月３１日現在）

件数（単位：件）
発注者名

２００５年度２００４年度２００３年度２００２年度２００１年度２０００年度

５２２８２８３１５４４３国土交通省

５３１２４１１８１１３１１７１３３高速道路株式会社
（旧日本道路公団）

――――1―

阪神高速道路
株式会社
（旧阪神高速道路
公団）

――――1―

本州四国連絡高速
道路株式会社
（旧本州四国連絡
橋公団）

３６４８５３
都市再生機構
（旧都市基盤整備
公団）

３４２４４８

鉄道建設・運輸施
設整備支援機構
（旧日本鉄道建設
公団）

―４――――防衛施設庁

３８１０８９９都道府県市区町村

７１１０４１３民　間

１１９１２―その他

１２２１７６１８１１６９１９４１９９合　計

　去る５月３０日、当協会の第１４回通

常総会が東京都中央区の銀座ラフィ

ナートで開催された。議案は平成１７

年度事業報告及び収支決算報告と、

１８年度事業計画案及び予算案で、と

もに原案どおり承認可決された。

　開会にあたって挨拶に立った三嶋

希之会長は、「国内経済は踊り場を

脱して回復基調にあるが、建設業界

は公共投資の７年連続減少、価格競

争、原油価格の高騰など厳しい１年

だった。私どもの一番の得意先で

あった旧日本道路公団が民営化（現

NEXCO）されたことでSF工法の施

工実積は伸び悩んでおり、今後は発

注元の多様化を指向していかなけれ

ばならない」などと述べ、SF工法の

普及促進にむけたPR活動の展開を

訴えた。

　昨年１０月に民営化されたNEXCO

管轄の高規格道路は国土交通省の施

工となるケースが増え、NEXCOに

比べてSF工法の施工例が少なかっ

た国土交通省からの照会や発注が増

えつつある。北海道開発局において

もロールドガッタを主体に施工実績

が上がってきており、更に都市再生

機構や緑資源機構など独立行政法人

からも積極的に採用されてきている。

　当協会では、今後もSF工法に対

する発注官庁や学識者の理解を得る

努力を重ねるとともに、関係機関と

連携して総合的な研究開発や普及活

動を展開していく方針である。

関係機関と連携し
 開発・普及活動を展開

第１４回通常総会ひらく

スリップフォーム工法施工実績　　　　　　（２００６年３月３１日現在）

累　計２００５年度２００４年度２００３年度２００２年度２００１年度年度
工種

ｍ
２４１，２３１

ｍ
８６０

ｍ
５，５３９

ｍ
６，６２５

ｍ
６，６４７

ｍ
５，２６９防護柵

ｍ
２，７１９，８４８

ｍ
４６，３２２

ｍ
４０，６４０

ｍ
４８，６８９

ｍ
６４，６３３

ｍ
６６，３１２ロールドガッタ

ｍ
８９１，２７９

ｍ
７４，２４８

ｍ
１３９，７８４

ｍ
１５７，２８６

ｍ
５６，８２２

ｍ
５３，３６３円形水路

ｍ
１０５，１６１

ｍ
０

ｍ
３３，２０４

ｍ
０

ｍ
２，８７６

ｍ
０監視員通路

ｍ
８９２，３３１

ｍ
５４，６５２

ｍ
２４，５２３

ｍ
３３，６０８

ｍ
７７，５４９

ｍ
１４０，３３５縁石

ｍ
３０５，３６４

ｍ
１２，８８２

ｍ
１５，２９７

ｍ
６，４１９

ｍ
８，２３８

ｍ
１８，８７３Ｌ型街渠

ｍ
１０４，５１５

ｍ
１０，０２８

ｍ
１６，４６７

ｍ
１７，６５５

ｍ
８，２８５

ｍ
１８，０３７排水路

㎡
（９４１，５１１）
３，１１３，３９０

㎡
（０）

３０１，０８９

㎡
（２５，５９７）
５６９，２９９

㎡
（８５６，２１９）
１，２４４，４２７

㎡
（５９，６９５）
４０５，０３１

㎡
（０）

１９９，０３７

舗装
（　）内は空港舗装
工事

㎡
７０７，９４４

㎡
２８，６９５

㎡
９２，１８１

㎡
２５，６００

㎡
１０４，８１７

㎡
６２，３９８新幹線

㎡
１６，１９１

㎡
８，８１５

㎡
７，３７６

コンクリート
シールその他　

ｍ
１３８，２６５

ｍ
８，６６３

ｍ
７４０

ｍ
２７，０３０

ｍ
１２，８６０

ｍ
１１，８５７

中分Ｌ型
一体型　　　　

ｍ
５，３９７，９９４

ｍ
２０７，６５５

ｍ
２７６，１９４

ｍ
２９７，３１２

ｍ
２３７，９１０

ｍ
３１４，０４６

合　　計 ㎡
（９４１，５１１）
３，８３７，５２５ 

㎡
（０）

３３８，５９９

㎡
（２５，５９７）
６６８，８５６

㎡
（８５６，２１９）
１，２７０，０２７

㎡
（５９，６９５）
５０９，８４８

㎡
（０）

２６１，４３５

２，８９６，０１４ ３３８，５９９６４３，２５９４１３，８０８４５０，１５３空港舗装除く
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　本年３月に当協会のホームページ

が公開されました。

　構造物ならびに舗装の施工事例を

紹介したページには多数の写真が掲

載されています。その大半が、現場

を見学させていただいたり、当機関

誌で紹介させていただいたものです

が、それぞれに思い出があり大変懐

かしく思いました。

　開発時には斬新だった技術も、時

間の経過とともに既存の技術として

受け入れられてしまいがちですが、

掲載された写真を見ているとSF工

法の変遷を改めて確認することがで

きました。

　今後もこれらを礎にした新しい技

術が開発されて、ホームページに書

き加えられSF工法の幹がさらに太

くなってゆくものと思います。

 （㈱佐藤渡辺　卯野伸一）

■正会員

　近江林業土木株式会社

　大林道路株式会社

　ガードレール工業株式会社

　株式会社　ガイアートＴ・Ｋ

　鹿島道路株式会社

　北川ヒューテック株式会社

　ケイコン株式会社

　有限会社　こやな川

　株式会社　佐藤渡辺

　株式会社　昭建

　末広産業株式会社

　世紀東急工業株式会社

　大成ロテック株式会社

　泰明工業株式会社

　大有建設株式会社

　株式会社　竹中道路

　地崎道路株式会社

　東亜道路工業株式会社

　東京戸張株式会社

　東京鋪装工業株式会社 

　常盤工業株式会社

　名古屋ロード・メンテナンス株式会社

　日本道路株式会社

　株式会社　NIPPOコーポレーション

　福田道路株式会社

　不二建設株式会社

　フジタ道路株式会社

　前田道路株式会社

　三井住建道路株式会社

　ワールド開発工業株式会社

■賛助会員

　社団法人　セメント協会

　全国生コンクリート工業組合連合会

　アオイ化学工業株式会社

　荒山重機工業株式会社

　伊藤忠建機株式会社

　株式会社　以輪富

　秩父産業株式会社

　ヴィルトゲン・ジャパン株式会社

 （五十音順）

日本スリップフォーム工法協会




